
様
式
第
21（
第
6
9条
関
係
）

表
面

第
号

電
気
事
業
法
第
1
0
7条
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
証

写真

押出スタンプ

職
名

氏
名

年
月

日
生

年
月

日
発
行

発
行
者

@

裏
面

電
気
事
業
法
抜
す
い

第
1
0
7条

主
務
大
臣
は
、
第

3
9条
、
第

4
0条
、
第

4
7条
、
第

4
9条
か
ら
第

5
2条
ま
で
、
第

5
4条
及
び
第

5
5条

の
規
定
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
原
子
力
発
電
工
作
物
を
設
置
す
る
者
、
燃
料
体

の
加
工
を
す
る
者
又
は
ボ
イ
ラ
ー
等
若
し
く
は
格
納
容
器
等
（
原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。）

の
溶
接
を
す
る
者
の
工
場
又
は
営
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
場
に
立
ち
入
り
、
原
子
力
発
電
工
作
物
、

帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
機
構
の
事
務
所
又
は
事
業

所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
又
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
1
1
7条
の
２
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
１
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
1
0
0万
円
以
下
の
罰

金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

三
第
5
0条
の
２
第
３
項
、
第
5
2条
第
３
項
、
第
5
4条
第
１
項
若
し
く
は
第
5
5条
第
４
項
（
原
子
力
発
電
工

作
物
に
係
る
場
合
に
限
る
。）又

は
第

1
0
7条
第
１
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
又
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又

は
忌
避
し
た
者

第
1
2
0条
の
２
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
機
構
の
役
員
又
は

職
員
は
、
2
0万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

二
第
1
0
7条
第
６
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は
忌
避
し
た
と
き
。

別
表
第
一
（
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
関
係
）

工
事
の
種
類

認
可
を
要
す
る
も
の

事
前
届
出
を
要
す
る
も
の

発
電
所

一

設
置
の
工
事

原
子
力
発
電
所
の
設
置

二

変
更
の
工
事

（
一
）

発
電
設

備
の
設
置

（
二
）

発
電
設

備
の
設
置
の
工

事
以
外
の
変
更

の
工
事
で
あ
っ

て
、
次
の
設
備

に
係
る
も
の

原
子
力
発
電
所
の
発
電
設
備
の
設
置

１

原
動
力
設

備\

原
子
力

設
備

イ

原
子

炉
本
体

１

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
改
造
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の

１

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
改
造
（
中
欄
に
掲
げ

る
も
の
を
除
く
。）で
あ
っ
て
、
原

子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造
物
に
係

る
も
の

\

炉
型
式
、
定
格
熱
出
力
、
過

剰
反
応
度
、
反
応
度
係
数
又
は

減
速
材
の
変
更
を
伴
う
も
の

２

沸
騰
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
修
理
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の

]

炉
心
に
係
る
も
の

\

原
子
炉
圧
力
容
器
本
体
（
監

視
試
験
片
を
除
く
。）又
は
原
子

炉
圧
力
容
器
付
属
構
造
物
（
原

子
炉
冷
却
材
圧
力
バ
ウ
ン
ダ
リ

に
係
る
も
の
に
限
る
。）に
係
る

も
の
の
取
替
え

^

反
射
材

]

炉
心
（
炉
心
支
持
構
造
物
に

限
る
。）、
原
子
炉
圧
力
容
器
本

体
（
監
視
試
験
片
を
除
く
。）、

原
子
炉
圧
力
容
器
支
持
構
造

物
、
原
子
炉
圧
力
容
器
付
属
構

造
物
又
は
原
子
炉
圧
力
容
器
内

部
構
造
物
（
ス
パ
ー
ジ
ャ
若
し

く
は
内
部
配
管
又
は
中
性
子
束

計
測
案
内
管
に
限
る
。）に
係
る

も
の
の
性
能
又
は
強
度
に
影
響

を
及
ぼ
す
も
の

_

原
子
炉
圧
力
容
器
本
体
（
監

視
試
験
片
を
除
く
。）

３

加
圧
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
改
造
で
あ
っ
て
、
熱

遮
へ
い
材
に
係
る
も
の

`

原
子
炉
圧
力
容
器
支
持
構
造

物
に
係
る
も
の

４

加
圧
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
修
理
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の

a

原
子
炉
圧
力
容
器
付
属
構
造

物
に
係
る
も
の

\

原
子
炉
容
器
本
体
（
監
視
試

験
片
を
除
く
。）又
は
原
子
炉
容

器
付
属
構
造
物
に
係
る
も
の
の

取
替
え

b

原
子
炉
圧
力
容
器
内
部
構
造

物
（
ス
パ
ー
ジ
ャ
若
し
く
は
内

部
配
管
又
は
中
性
子
束
計
測
案

内
管
に
限
る
。）に
係
る
も
の

]

炉
心
（
炉
心
支
持
構
造
物
に

限
る
。）、
反
射
材
、
原
子
炉
容

器
本
体
（
監
視
試
験
片
を
除

２

加
圧
水
型
原
子
力
発
電
設
備
に

係
る
も
の
の
改
造
で
あ
っ
て
、
次

に
掲
げ
る
も
の

\

炉
型
式
、
定
格
熱
出
力
、
過

剰
反
応
度
、
反
応
度
係
数
又
は

減
速
材
の
変
更
を
伴
う
も
の

]

炉
心
に
係
る
も
の

^

反
射
材

_

原
子
炉
容
器
本
体
（
監
視
試

験
片
を
除
く
。）

`

原
子
炉
容
器
支
持
構
造
物
に

係
る
も
の

a

原
子
炉
容
器
付
属
構
造
物
に

係
る
も
の

b

原
子
炉
容
器
内
部
構
造
物
に

係
る
も
の
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